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授業改善研修会
理 科

群馬県教育委員会事務局

義務教育課 教科指導係

各教科等授業改善プロジェクト

教師が「～させる」授業から、児童生徒が「～する」授業へ



昨年度の取組

昨年度のまとめ
〇授業（単元）の結論で児童生徒に書かせたいことを具体化する
〇理科の見方・考え方を働かせた考えについてフィードバックする



～本日の内容～

１ 群馬県教育ビジョンと令和６年度学校教育の指針
～理科の「特に現れてほしい子供の姿と重点」 ～

２ 理科の「特に現れてほしい子供の姿と重点」設定の背景

３ 「特に現れてほしい子供の姿と重点」を具現化するために
～本日の二つの授業を基に～

本日のまとめ
〇 自然事象と関わる中で、児童生徒の素朴概念を引き出す
〇 児童生徒に活動を任せ、複数の視点から判断する必要感を生み出す



０ はじめに･･･



０ はじめに･･･



1 令和６年度学校教育の指針

○日常生活や社会での事象と関連した
単元の課題を設定している
○多面的な視点からより妥当な考えを
つくり出している

理 科

～特に現れてほしい子供の姿と重点～

各教科等で特に現れてほしい子供の姿 各教科等の指導の重点

・単元のまとめを児童生徒の言葉で具体的
に想定し、日常生活や社会との関連を
重視した単元を構想する。
・児童生徒が働かせた様々な理科の見方・
考え方を取り上げ、予想・仮説や計画、
考察等を検討する。

教師が「～させる」授業から、児童生徒が「～する」授業へ



1 令和６年度学校教育の指針
並榎中学校金古南小学校

植物と動物の体の特徴を比較し、共通点や差異点を話し
合う

てこが水平につり合う条件を調べ、結果を基に考察を話
し合ったり、再実験したりする

動物の体のつくりや働きについて、試
行錯誤しながら既習事項や生活経験と関
係付け、見いだした問題を基に対話・交
流を行い、単元の課題を自己決定した。

てこが水平につり合うときの規則性に
ついて、つり合う条件を試行錯誤しなが
ら調べ、対話・交流を行い、より妥当な
考えを自己決定した。

追究する過程 つかむ過程



２ 理科の「姿と重点」設定の背景
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課題に対する
予想・仮説

予想・仮説を
確かめる計画

課題に対する
結果の適切な整理

結果を根拠とした
考察

予想・仮説と結果を比較し、
課題の答えを考察する

問題解決（探究）を子供たちが自分で進めるためには…
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問題解決（探究）のストーリーのある
単元構想

理科の見方・考え方を働かせた科学的探究

３ 特に現れてほしい姿と重点を具現化するために

本日のまとめ
〇 自然事象と関わる中で、児童生徒の素朴概念を引き出す
〇 児童生徒に活動を任せ、複数の視点から判断する必要感を生み出す



問題解決（探究）のストーリーのある
単元構想

理科の見方・考え方を働かせた科学的探究

３ 特に現れてほしい姿と重点を具現化するために

本日のまとめ
〇 自然事象と関わる中で、児童生徒の素朴概念を引き出す
〇 児童生徒に活動を任せ、複数の視点から判断する必要感を生み出す



３ 特に現れてほしい姿と重点を具現化するために

・児童生徒とやりとりせずに、
本時の課題を教師が示してしまう

・単元の課題を設定せずに、単元の学習をスタートする

・課題が自分事にならず、主体的に探究できない

・１つ１つの問題解決が関連せず、
単元を通した概念が形成されない

これまで

教 師

児童生徒



３ 特に現れてほしい姿と重点を具現化するために

問題解決 構想シート（はばプラⅡｐ.54）

① 結論で書かせたいことを
児童生徒の言葉で考える

② 問題（課題）を問いの形で
設定する

正対 させる

・単元のまとめを児童生徒の言葉で具体的
に想定し、日常生活や社会との関連を
重視した単元を構想する。

○日常生活や社会での事象と関連した
単元の課題を設定している

自己
決定



３ 特に現れてほしい姿と重点を具現化するために

③ 問題を見いだせるような自然事象との
関わりを設定する

② 問題（課題）を問いの形で設定する

子供たちが自分で課題設定できるようにするために

自然事象と関わる中で、これまでに
学習した内容や生活経験を基とした
児童生徒の素朴概念を引き出す

＝

自己
決定



３ 特に現れてほしい姿と重点を具現化するために

① 学習内容同士が結び付いた概念形成につながるストーリーの構想

自然事象と関わる中で、児童生徒の素朴概念を引き出す

消化
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排出

並榎中



① 学習内容どうしが結び付いた概念形成につながるストーリーの構想

自然事象と関わる中で、児童生徒の素朴概念を引き出す

＜単元のまとめ＞
動物の体のつくりや働きは、生きていくために
互いに連携しながら複雑に関わっている。

＜単元の課題＞
動物の体のつくりや働きは、生きていくことに
どのように関わっているか。

正対 させる

このような課題を

できるように
するには？

自己
決定

３ 特に現れてほしい姿と重点を具現化するために 並榎中



消化
吸収

呼吸循環

運動
器官

感覚
器官

排出

② 児童生徒がギャップを実感し、問題を見いだせる事象提示

自然事象と関わる中で、児童生徒の素朴概念を引き出す

試行
錯誤

３ 特に現れてほしい姿と重点を具現化するために 並榎中



② 児童生徒がギャップを実感し、問題を見いだせる事象提示

自然事象と関わる中で、児童生徒の素朴概念を引き出す

動 物 植 物

体が動く 動かない

消化？ 光合成

呼吸 呼吸

心臓 ？

？ 蒸散

動物の体のつくりや働きについて、
詳しく知っていると思っていたけど、
知らないことも多いな…

対話
交流

３ 特に現れてほしい姿と重点を具現化するために 並榎中



動物の体のつくりや働きについて、試行錯誤しながら既習事項や生活経験と関
係付け、見いだした問題を基に対話・交流を行い、単元の課題を自己決定した。

自然事象と関わる中で、児童生徒の素朴概念を引き出す

自己
決定

試行
錯誤

３ 特に現れてほしい姿と重点を具現化するために 並榎中



３ 特に現れてほしい姿と重点を具現化するために



問題解決（探究）のストーリーのある
単元構想

理科の見方・考え方を働かせた科学的探究

３ 特に現れてほしい姿と重点を具現化するために

本日のまとめ
〇 自然事象と関わる中で、児童生徒の素朴概念を引き出す
〇 児童生徒に活動を任せ、複数の視点から判断する必要感を生み出す



３ 特に現れてほしい姿と重点を具現化するために

・観察、実験→結果の整理→考察 の過程を
教師の指示で進める

・よく書けている考察だけを全体で共有する

・科学的な探究（実証性、再現性、客観性）に
なっているか、その妥当性を検討できない

・はじめから考えることをせず、
指示待ちになってしまう

これまで

児童生徒

教 師



３ 特に現れてほしい姿と重点を具現化するために

○多面的な視点からより妥当な考えを
つくり出している

・児童生徒が働かせた様々な理科の見方・
考え方を取り上げ、予想・仮説や計画、
考察等を検討する。

対話
交流

試行
錯誤



３ 特に現れてほしい姿と重点を具現化するために

○多面的な視点からより妥当な考えを
つくり出している

・児童生徒が働かせた様々な理科の見方・
考え方を取り上げ、予想・仮説や計画、
考察等を検討する。

このように
多面的な視点から

できるようにするには？

試行
錯誤



① 多様な実験結果や児童生徒の考えが存在する展開の構想

全員が同じ観察、実験 班ごとに計画した観察、実験

そっちの班の結果はどうだった？

他の班の結果も参考になるな

対話
交流

児童生徒に活動を任せ、複数の視点から判断する必要感を生み出す

３ 特に現れてほしい姿と重点を具現化するために 金古南小



① 多様な実験結果や児童生徒の考えが存在する展開の構想
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児童生徒が
自らのペースで探究

児童生徒に活動を任せ、複数の視点から判断する必要感を生み出す

試行
錯誤

３ 特に現れてほしい姿と重点を具現化するために 金古南小



① 多様な実験結果や児童生徒の考えが存在する展開の構想

距離が２倍になると、重さは半分に
なっているな

てこは支点からの距離が大きいと
小さい力で持ち上げられるから…

距離が１のときは、重さが80gだから、
距離が４のときは、重さは何gになるのかな

対話
交流

関係的

量 的

関係付け

児童生徒に活動を任せ、複数の視点から判断する必要感を生み出す

３ 特に現れてほしい姿と重点を具現化するために 金古南小

×２

÷２



② 理科の見方・考え方を働かせた児童の考えの共有

距離が２倍になると、重さは半分に
なっていると思うんだけど…

関係的

量 的

関係付け

児童生徒に活動を任せ、複数の視点から判断する必要感を生み出す

３ 特に現れてほしい姿と重点を具現化するために 金古南小

×２

÷２

確かに！…ということは、距離が４のときは、
重さは20gになるはずだ

距離が大きくなると重さは小さく
なるか、条件を変えて確かめてみ
よう

試行
錯誤

友達の考えと比べて、見付
けた関係性が本当に正しい
と言えるかな？自己

決定



児童生徒に活動を任せ、複数の視点から判断する必要感を生み出す

対話
交流

試行
錯誤

てこが水平につり合うときの規則性について、つり合う条件を試行錯誤しながら調
べ、対話・交流を行い、より妥当な考えを自己決定した。

教師と
友達と

個人で

自己
決定

３ 特に現れてほしい姿と重点を具現化するために 金古南小



３ 特に現れてほしい姿と重点を具現化するために

本日のまとめ
〇 自然事象と関わる中で、児童生徒の素朴概念を引き出す
〇 児童生徒に活動を任せ、複数の視点から判断する必要感を生み出す
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